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出町ゆかり

高
槻
市
教
育
委
員
会
に

万
博
へ
の
学
校
遠
足
の
要
望
書
提
出

高
槻
市
教
育
委
員
会
に

万
博
へ
の
学
校
遠
足
の
要
望
書
提
出

　

来
年
４
月
開
催
予
定
の
大
阪
・
関
西
万
博
に
大
阪
府
教

育
庁
が
学
校
行
事
の
一
環
と
し
て
小
中
高
校
生
等
を
参
加

さ
せ
る
事
業
に
つ
い
て
、
日
本
共
産
党
高
槻
市
会
議
員
団

が
５
月
28
日
に
高
槻
市
教
育
委
員
会
に
提
出
し
た
要
望
の

内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

万
博
へ
の
子
ど
も
招
待
事
業
に
関
す
る
要
望
書

　

万
博
会
場
建
設
現
場
に
お
い
て

３
月
28
日
、
工
事
中
に
メ
タ
ン
ガ

ス
爆
発
事
故
が
お
こ
り
ま
し
た
。

夢
洲
は
、
焼
却
灰
や
下
水
汚
泥
を

埋
め
立
て
て
で
き
た
島
で
す
。
メ

タ
ン
ガ
ス
な
ど
可
燃
性
ガ
ス
が
現

在
も
発
生
し
て
お
り
、
地
下
鉄
の

工
事
現
場
で
も
メ
タ
ン
ガ
ス
の
発

生
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
現
場
や
父
母
・
市
民
か
ら「
本
当
に
子
ど
も
を
連
れ
て
行
っ

て
も
大
丈
夫
な
の
か
」「
安
全
性
の
確
保
が
大
前
提
」
な
ど
心
配

す
る
声
が
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
万
博
に
行
く
か
ど
う
か
の
検
討

に
あ
た
っ
て
も
、「
休
憩
す
る
場
所
な
ど
は
確
認
が
と
れ
て
い
る

の
か
」「
熱
中
症
対
策
や
震
災
・
急
病
な
ど
不
測
の
事
態
に
ど
う

対
処
す
る
の
か
」
な
ど
不
安
や
心
配
の
声
が
多
数
出
て
い
ま
す
。

　

５
月
１
日
に
は
、
大
阪
府
教
育
委
員
会
に
大
阪
府
都
市
教
育
長

協
議
会
、
大
阪
府
町
村
教
育
長
会
が
大
阪
・
関
西
万
博
に
大
阪
府

内
の
児
童
・
生
徒
を
校
外
学
習
と
し
て
参
加
は
「
大
き
な
不
安
が

あ
る
」と
し
て
対
応
を
求
め
る
緊
急
要
望
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

　

観
光
バ
ス
を
利
用
し
て
も
駐
車
場
か
ら
会
場
入
り
口
ま
で
約
１

㎞
あ
り
、
小
学
校
低
学
年
で
は
約
30
分
以
上
歩
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
会
場
内
で
も
、
ピ
ー
ク
時
児
童
生
徒
の
入
場
見
込
み
１
万
４

千
人
に
対
し
、
屋
根
付
き
の
団
体
休
憩
所
は
２
千
人
し
か
収
容
で

き
ず
、
小
学
生
優
先
な
ど
人
数
制
限
が
あ
り
ま
す
。
緊
急
要
望
書

で
は
、
こ
う
し
た
不
安
・
懸
念
を
列
挙
し
「
混
乱
を
ま
ね
く
こ
と

を
危
惧
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
招
待
す
る
以
上
、
大
阪
府
及
び
大
阪
府
教
育
委

693-1800

員
会
は
、
こ
の
よ
う
な
声
に
耳
を
傾
け
真
摯
に
対
応
す
る
責
任
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
万
博
参
加
に
つ
い
て
は
、
不
安
の
解
消
、

安
全
・
安
心
の
確
保
が
大
前
提
で
あ
り
、
高
槻
市
教
育
委
員
会
と

し
て
確
認
す
べ
き
で
す
。
そ
れ
が
で
き
る
ま
で
は
、
子
ど
も
招
待

事
業
参
加
は
見
送
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

 　

よ
っ
て
、
以
下
の
事
項
を
要
望
し
ま
す
。

１
．
今
回
の
事
故
に
つ
い
て
、
大
阪
府
に
対
し
て
再
発
防
止
・
原

因
究
明
・
情
報
公
開
を
求
め
、
高
槻
市
教
育
委
員
会
と
し
て
も

学
校
関
係
者
、
保
護
者
へ
の
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
。

２
．
学
校
行
事
と
し
て
の
万
博
の
意
向
調
査
に
「
応
じ
る
」
と
し

た
場
合
で
も
、
実
施
段
階
で
や
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確

認
す
る
こ
と
。

３
．
熱
中
症
対
応
な
ど
の
安
全
対
策
や
要
支
援
児
童
対
策
な
ど
、

行
事
実
施
途
中
に
起
こ
る
不
測
の
事
態
に
対
応
す
る
人
の
配
置

や
現
地
窓
口
の
設
置
な
ど
、
安
全
・
安
心
に
行
事
が
実
施
で
き

る
よ
う
対
策
が
取
ら
れ
る
の
か
確
認
を
す
る
こ
と
。

４
．
安
全
・
安
心
を
確
認
で
き
る
ま
で
は
、
参
加
は
見
合
わ
せ
る

こ
と
。
特
に
低
学
年
は
参
加
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
。

中
村
　
れ
い
子

市
民
都
市
委
員
会
、
新
名
神
交
通
体
系
等
対
策
特
別
委

員
会
、
環
境
・
温
暖
化
審
議
会
、
議
会
運
営
委
員
会

き
よ
た
　
純
子

文
教
に
ぎ
わ
い
委
員
会
、
史
跡
整
備
・
活
用
等
特
別
委

員
会
（
委
員
長
）、
産
業
振
興
審
議
会
、
高
齢
者
福
祉
専

門
分
科
会
、
都
市
計
画
審
議
会

出
町
　
ゆ
か
り

福
祉
企
業
委
員
会
、
市
街
地
整
備
促
進
特
別
委
員
会
、

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会

２
０
２
４
年
度
所
属
委
員
会
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高
槻
市
教
育
委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
活
動
の
成
果
を
さ

ら
に
高
め
、
顕
在
化
し
た
課
題
の
解
決
に
向
け
、
す
べ
て
の
学
校

を
「
義
務
教
育
学
校
」
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
31
日
に
義
務
教
育
学
校
の
設
置
に
向
け
て
教
育
委
員
会
か

ら
学
校
教
育
審
議
会
に
諮
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
は
顕
在
化
し
た
新
た
な
課
題
と
し
て
、「
教
育
格

差
、
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
大
幅
な
増
加
、
中
学
校
単
位
で
の
地

域
連
携
の
さ
ら
な
る
活
性
化
な
ど
」
を
あ
げ
、
連
携
型
小
中
一
貫

教
育
に
よ
り
学
習
指
導
面
や
生
徒
指
導
面
な
ど
で
一
定
の
成
果
を

あ
げ
て
い
る
が
、
小
・
中
学
校
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
組
織
が

義
務
教
育
学
校
の
設
置
に
向
け
た
審
議
は
じ
ま
る

義
務
教
育
学
校
の
設
置
に
向
け
た
審
議
は
じ
ま
る

●
学
校
教
育
法
の
改
正
に
よ
り
２
０
１
６
年
に
新
設
さ
れ
た

学
校
教
育
制
度
。

●
１
人
の
校
長
１
つ
の
教
職
員
組
織
の
下
、
小
学
校
か
ら
中

学
校
ま
で
の
義
務
教
育
９
年
間
を
一
貫
し
た
教
育
を
行
う

学
校
。

●
小
・
中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
を
準
用
し
た
上
で
、
特
色

の
あ
る
教
育
課
程
の
編
成
が
可
能
に
な
る
。

●
施
設
の
形
態
は
「
施
設
一
体
型
」「
隣
接
（
併
設
）
型
」「
施

設
分
離
型
」
が
あ
る
。

審
議
内
容

審
議
内
容

義
務
教
育
学
校
と
は

　

高
槻
市
で
は
早
く
か
ら
35
人
以
下
学
級
を
実
施
す
る
な
ど
、
市

独
自
の
取
組
を
し
て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
が
連
携
型
小
中
一
貫

教
育
の
成
果
と
し
て
い
る
も
の
は
、
35
人
以
下
学
級
の
成
果
で
も

あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
根
拠
に
「
す
べ
て
の
学
校
を
義
務
教
育
学
校

と
す
る
」
と
い
う
の
は
無
理
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
般
的
に
義

務
教
育
学
校
の
問
題
点
は
「
小
学
校
高
学
年
の
自
覚
な
ど
こ
れ
ま

で
あ
っ
た
子
ど
も
の
成
長
に
有
益
な
も
の
が
失
わ
れ
る
」「
学
校

が
マ
ン
モ
ス
化
す
る
」「
中
学
の
テ
ス
ト
体
制
や
厳
し
い
管
理
が

小
学
校
に
拡
大
す
る
」
な
ど
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
門
実
紀
史
さ
ん

﹁
経
済
と
く
ら
し
を
ど
う
立
て
直
す
か
﹂

大
門
実
紀
史
さ
ん

﹁
経
済
と
く
ら
し
を
ど
う
立
て
直
す
か
﹂

存
在
す
る
こ
と
に
よ
る
取
組
の
限
界
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
義
務
教
育
学
校
を
設
置
し
て
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
る

と
説
明
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
委
員
か
ら
は
教
育
委
員
会

の
報
告
に
、
肯
定
的
な
意
見
や
、「
メ
リ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
デ

メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
」
と
疑
問
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。
第
２
回
目
の

審
議
会
ま
で
に
、
連
携
型
小
中
一
貫
教
育
の
成
果
と
問
題
に
つ
い

て
、
ま
た
全
国
や
府
内
の
義
務
教
育
学
校
設
置
状
況
な
ど
審
議
資

料
の
請
求
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
議
会
の
開
催
予
定
は
、
２
０
２
４
年
度
は
５
回
（
う
ち
１
回

は
義
務
教
育
学
校
を
設
置
し
て
い
る
自
治
体
に
学
校
視
察
）、
２

０
２
５
年
度
は
４
回
で
す
（
最
終
審
議
２
０
２
５
年
11
月
予
定
）。

次
回
の
審
議
会
は
７
月
26
日
（
金
）
13
時
か
ら
で
す
。

義
務
教
育
学
校
で
課
題
解
消
の
根
拠
な
し

義
務
教
育
学
校
で
課
題
解
消
の
根
拠
な
し

　

６
月
１
日
、
高
槻
革
新
懇
の
総
会
で
日
本
共
産
党
の
大
門
実
紀

史
氏
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
社
会
保
障
の
大
き
な
経
済
効
果
」
と
し
て
、
人
生
に
は
病
気
、

失
業
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
い
う
時
に
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
人
々
は
ま
た
が
ん
ば
れ
る
、
再
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
き
社
会
こ
そ
経
済
が
伸
び
、
成
長
で
き
ま
す
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
金
融
緩
和
で
は
株
の
操
作
で
大
企
業
な

ど
が
大
き
な
利
益
を
あ
げ
る
が
、
日
本
経
済
は
豊
か
に
な
っ
て
い

な
い
の
は
、
働
く
人
の
賃
金
（
実
質
賃
金
）
が
あ
が
っ
て
い
な
い

か
ら
で
す
。
日
本
経
済
の
６
割
は
み
ん
な
の
家
計
消
費
で
、
国
民

が
豊
か
に
な
っ
て
こ
そ
経
済
が
ま
わ
り
ま
す
。
賃
金
を
増
や
す
こ

と
、
す
べ
て
の
人
に
効
果
が
あ
る
消
費
税
を
今
す
ぐ
５
％
に
引
き

下
げ
、
暮
ら
し
を
支
え
る
こ
と
が
大
切
と
し
ま
し
た
。
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